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(2)  保全に向けた取り組み 

■ アオサの回収活動 

関 東 地 方 環 境 事 務 所 では、周 辺 住 民 の生 活 環 境 と野 鳥 の生 息 環 境 を改 善

するため、市民団体の協力により平成 14 年度以降、アオサ回収及びゴミ除去活

動を継続的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 鳥類のモニタリング 

関 東 地 方 環 境 事 務 所 では、国 指 定 谷 津 鳥 獣 保 護 区 における鳥 類 の飛 来 数

を把握するためのモニタリングを平成 2 年以降、毎年実施しています。 
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(3)  スケジュール 

保全事業開始から 5 ヶ年程度における、保全事業の概略スケジュールは下記

を予定しており、計画的に保全事業を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  実施体制 

保全事業を実施するにあたって、地元地方公共団体や関連施設の管理者等

との情報交換や調整・協議を行うとともに、専門家の助言をふまえながら、地域と

の協働により、地域と一体となって谷津干潟の保全に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省 

関東地方環境事務所  

●土 地 管 理 者  

●保 全 事 業 実 施 主 体  

千葉県  

●地 元 地 方 公 共 団 体 （県 ） 

●谷 津 川 ・高 瀬 川 管 理 者  

●周 辺 干 潟 の管 理 者  

習志野市  

●地 元 地 方 公 共 団 体 （市 ） 

●谷 津 干 潟 公 園 管 理 者  

●谷 津 干 潟 自 然 観 察 センター所 有  

国土交通省関東地方整

備局千葉国道事務所 
●道 路 （カルバート）の管 理 者  

地
元
住
民
・
干
潟
利
用
者 

・
関
係
団
体
・
教
育
機
関
等 

専
門
家
・
研
究
機
関
等 

平成２２年度 平成２３年度 ～ 平成２６年度

資料整理
現地調査

解析検討

実証試験

保全事業の
計画検討

保全事業の実施

地域との連携

基礎調査

課題抽出・要因分析

机上検討(数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ)

底質改良⇒ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価

嵩上げ⇒ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・評価

保全方針の設定

保全対策の検討

有効な対策の規模拡大

検討会・ヒアリング

連携・協働

緊急的な対策の実施(アオサ回収) ※H14年度より継続実施

専門家の助言

既存資料整理

補足調査(適宜)
※地形・底質・貝殻・流れ・底生生物等

報告会 ※HP開設（h t tp://ya tsu -hozen .com/）

※H23年度保全事業計画の策定
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